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G 1 平成 21年度活動報告

金谷麻理子，松田裕雄

[ 1 ] 研究目的(諜題)

本研究グループ(以下、 G1 )は筑波大

学体育センター(以下、体育センター)の

教育活動を中心に、これまでの「大学体育j

を総括するとともに現状を把握することを

目的として、以下の 3段階で研:究活動を行

う予定である(密 1参!黒人なお、今年度

は1)、 2)を中心に取り組んだ。

1 )基盤研究

「大学体育jを運営する組織の教

業を可視化するための基本的枠組みを規

新規提案・挑戦研究

評価・検証研究

基盤研究

定する。

2)評部・検証研究

体育センターが皮H~自してきた教育事業

をさまざまな恕Ü~から評価・検証してい

くO

3)新規提案・挑戦硫究

現代および今後の社会に しうる人

材育成のための「大学体育Jについて、

および体育センターにおける教育活動の

あり万について研究し、提案する O また、

これからの体育・スポーツの本来的価{砲

についての新たな知見を持る口

未来への襲撃i選鐘車必j己主主えてくる未来へ盟盤整i
取代、未来の社会ではどのような紋立が求められ、その'1'でスオてい aツや{本氏{二

!まどのようなi段対立がi¥t¥.ょっのカ‘?その可能性'"対し、えrrたな知L己主.~務却する
[1] 労働市議jへのアンケート総花

[2] 可能性の提示

合
過去の総括(現時点から見えてくる過去担軽韓i
筑波大学体育センターの股関してきたお〔背中3誌を後々な級点から評悩考察
していくこと

[1]センターが伝えようとした教育内務の変滋

①カりキュラム概念器本構造の変澄

②カりキュラム情報iJli本構遊の変遜

[2]センターから伝わった教育内符

①受総本業生へのアンケート;総資

[3]センターの教育事業稼働iJI.初日IJの変遜

①教夜中量生liC本{封待illfの;&:i援.. 
f現状杷握Iの定義(環時点における観点の設皇i
f大学体育j を運営するお1織が教脊司王撲を泌IJ持していくとで、どんな考えで、
仰を、どのように注目Hしているのかを規定する法本約枠組みを可視化すること

[1]大学体育*JU訟の教育事業法本燐illi
[2]カリキュラムjl正念i査本十持活II
[3]カリキュラム情報基本機illi

※カリキュラムを{l11)没する知i織の11;;j;:tI1Ii鐙

図1.研究概要
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表 l 全体ミーティングと主なテーマ

務 1@ 6月29臼 G1の研究プロジェクトにおける位鐙づけ(目的)の確認，研究方法の検討，グループ内の役割分担

第 2回 9月29日 文献錦変の中間報告を

富皇官寺① 10月20白 文献調査の報告，インタピュー調査の方法の縫築・承認，作業スケジュールの承認

務 31窃 10 Fl26日 インタどュー繍査の中間報告，卒業生に対するアンケート調査の方針の捜索・承認

第 4自 11 Fl30日 インタピュ一線査の報告，卒業生{こ対するアンケート調査に向けての基縫調査の報告，投稿論文の概要の報告

祭5回 12 Fl25日 投稿論文の内容の検討，卒業生に対するアンケート溺査の質問項gの検討①，研究発表会の開催の提案・承認

務 6回 1汚25日 卒後生に対するアンケート調査の質問項自の綴討②，投議論文の報告

臨時① 2 Fl 3 B 卒業生lこ対するアンケート調査の方法の査を終確認(提案・承認)

第 7回 2 Fl22 B 詳言語生lこ対するアンケート調査の中間報告， フォーラムにおける発表内容の検討

[ 21 構成員

。金谷麻耳目子、。松iまi裕雄、河村レイ子、

衣笠i在、橋直i在、白木仁、河合季イ言、 JII村

卓、吹田兵士、小EEI枠、津田能佑、小山宏

之、官j河利賞、富J1)理充(非常勤研究員)

[3 ] 活動報告

( 1 )会議

今年度、定例として 71hl、臨時として 2

問、 i1t91珂の会議を I~~iiliした。第 l@で

はSPEETプロジェクトの全体像と G1の

い:説づけについて雑誌、し、活動方針を決定

した。第 21五i以降は具体的な研究活動につ

いて、それぞれの調査等の進捗状況にあわ

せて審議した。また、すべての会議におい

て、前田会議の議事要旨の確認およびコア

会議の報告、予算の提案と執行状況の報告、

スケジュールイi在認を行った O さらに、上記

の他に、各調査の担当者で必要に応じて計

20 IITI 以上の打ち合わせが行われた。

(2 )これまでに実施した調査の概要

今年度は、研究段階2)に関連して、以

下に示す 3つの調査を実施した。

①文献鏑査

筑波大学および「大学体育jに関連する

諸組織から発行された文献にもとづいて、

体育センターにおける顕在化された教育活

動の変遷を明らかにした。また、日本の大

学教育における[体育jの発展に関与した

-64-

と考えられる歴史的事実も抽出した。

②インタビュー調査

これまでの体育センターの教育理念やカ

リキュラムの作成などの取り組みに深く

関わってきたと考えられる体育センターO

B教員ならびに現役教員に対してインタ

ビュー調査を行い、文献調査の結果につい

て確認するとともに、いくつかのターニン

グポイントに関するエピソードを収集した。

③アンケート調査

これまでの体育センターにおける教育活

動の実態を明らかにするために、体育セン

ターの「体育Jの元受講生である筑波大学

卒業生を対象にアンケート誠査を実施した。

この場合、これまでに実施した文献および

インタビュー調査で明らかになった内容に

基づいて箕問項目を設定した。

(3)研究発表会

下記の概要で研究発表会を行ったD

・5程:2010年 1月27日(水) 14:00~ 15:30 

.場所:体育センター会議室

. 131]句:G 1のこれまでの研究成果を体育

センター教員全員に鹿知して、今後の

研究プロジェクトの連携体制を強化す

ること O

. i窮者:松田裕雄

-参加者:筑波大学体育センター教員

(4 )投稿論文

現時点 (2010年2月)で、研究段階 1) 



と2)の一部に基づいて以下の 2本の論文

を作成した。(しミずれも投稿中)

① f大学体育」組織における教育事業基本

構造の可視化一筑波大学体育センターを

事例として一

②筑波大学体育センターの教育事業におけ

るカリキュラム概念基本講造の変遷

[4 ] 今後の展望

来年度は、日本の大学教育における「体
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育jと体育センターにおける教育活動の発

展の壁史的な関連性を明らかにするととも

に、各種誠査を引き続き実施して体育セン

ターのこれまでの教育活動の実態をより詳

細に明らかにしてしEく。また、 G2への橋

渡しとして、「過去の総括jと「現状把握J

から読み取れる、これからの{大学体育J

に求められる体育-スポーツの本来的知i1l主

についても考察をすすめていく O

以上口
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